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第一級海上特殊無線技士試験問題
(注）解答は、

答えとして正しいと判断したものを－つだけ選び〈答案用紙の割側に正しく記入１－

糺黎ｌ鶉） (マーク）すること。
２４問１時間 法 親

[1〕次に掲げる頚項のうち、無線局の免許状に記載さ
れる蕊p項に該当しないものは、次のうちのどれ力弘 〔４］

総務大臣は、無線局の;溺持る電波の質が総務省
で定めるものに適合していないと認めるときは、そ
の無線局に対して、どのような処分を行うことがある力も次のうちから選べ

１．空中線の型式
２．無線局の目的
３．無線設備の設置場所
４．通信の相手方及〔魎信事項

〔2〕次の記述は、船舶に設置する無線ijii行のためのレ
ーダL－０総務大臣が告示するものを除く｡）の条件に
ついて述べたものである。無線殻mfi規則の規定に照
らし、［二コ内に入れるべき字句を下の番号から選べ

Ｉその卿白の無線設備､jlWz針儀そのIMLの設備であ
って重要なものの[二コに驍饒を与え､又は他の
設備によってその運用力勃げられるおそれのないよ
うに設置されるものであること｡」
１．操作

２．装置

３．機能

４．設備

｜次に掲げる者のうち、無線従事者の免許が与えら
れないことがある者はどれ力も次のうちから選べ。

１．刑法に規定する罪を犯し罰金以上の刑に処せら
れ、その執行を終わり、又はその執行を受けるこ
とがなくなった日から２年を経過しない者

２．日本の国籍を有しな(,堵

３．電波法の規定に違反し、３箇月以内の期間を定
めて無線iHi信の業務に従嚇することを停止され、
その停止の期間が終了した日から２年を経過しない者

4．無線従事者の鍔１Fを取り消され､取消しの日か
ら２年を経過しない者

１.免許を取り消す６
２.空中線の撤去を命ずる゜
３.臨時に電波の発射の陰止を命ずる。
４．周波数又は空中線電力の指定を変更する。

免許人は、その船舶局が緊急通信を行ったとき
は､どうしなければならない力も次のうちから選べ

〔５］

1.総務省令で定める手続により、総務大臣に報告する．

2．速やかに海上保安庁の海崖局に通知する。
3.総務大臣に届け出るとともに無線検査簿に記載する。

4．船舶の責任者に通報する．

〔3〕次に掲げる者のうち、無線従事者の免許が与えら
れないことがある者はどれ力も次のうちから選べ 〔．]鏡饗贄謹雪霧:)IiilliWil焉鶏鞠号から選べ

「無線局には､正確な時計及び[．、無線業
務日誌その他総務省令で定める書類を備え付けてお
かなければならなしⅧ

免許状

無線検査簿

無線局免許申請書
無線従事者免許証
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第一級海上特殊無線技士賦験問題

法 規

〔７〕次の記述は、秘密の保護に関する電波法の規定で

ある。［=。内に入れるぺき字句を下の番号から
週`、

〔10〕無線局力K相手局を呼び出そうとするときは、麹腫

通信簿を行う場合を除き、一定の周波数によって聴

守し、他の通(直iに混信を与えないことを砿かめなけ

オuﾖﾋﾞならないが、この場合において魑守しなければ

ならない周波数は、次のうちのどれ力も『何人も法律に５１殿の定めがある場合を除くI動き

特定の相手方に対して行司つれる無線通信を傍受して

その存在若しくは内容を漏らし、又はこれを

[=]してはならなし＄」
１．自局の発射しようとする電波の周波数その他必ｂ

要と認める周波数

２．自局に指定されているすぺての周波数

３．自局の付近にある無線局において使用する電波

の周波数

４．他の既に行われている通信に使用されている周

波数であって、最も感度の良いもの
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〔８］ 次の記述は、無線局の運用に関する電波法の規定

である｡［二コ内に入れるべき字句を下の番号か
ら選べ。

〔11〕趣瞳圃報を受信した船側銅I±直ちに識にその通

報を通ﾀﾛ]しなければならな',功も無線局運用規則の

規定に照らし、次のうちから趣'、

ｑ毎岸局又は9日舶局は、他のiaQ白局から無織没備

の機器の鯛整のための通信を求められたときは、

[=]、これに応じなければ，beらない｡」
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適齢國侭を行っている場合を除き

一切の通信を中止して
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〔12〕国際電気通信391合i薮1挺に規定する無線通I圓規則で

は､１５６．８ＭＨｚの周波数でl騒線電鏑こよる遭簸

噸出しの際に使用するＩＭＡＹＤＡＹ」の送I藺回数

は何回と定められている力も正しいものを次のうち

から迩珍、

〔９〕１５６．８ＭＨｚの周波数の電波を使用できるの

は、次のうちのどｵuO、

1．操船援助のための通信を行う場合

2．呼出し又は応答を行う場合

3．電波の規正に関する通信を行う場合

4．漁業通信を行う場合
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平成２２年２月期

第一級海上特殊無線技士 ｢法規j合格基準及び正答

１試験問題１２問

２満点及び合格点満点６０点

配点１問５点

合格点４０点

３正答

問題 正答

〔１〕 １

〔２〕 ３

〔３〕 ４

〔４〕 ３

〔５〕 １

〔６〕 ２

〔７〕 ４

〔８〕 １

〔９〕 ２

〔10〕 １

〔11〕 ３

〔12〕 ３
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